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No. ４４８
令和元年５月

行
事
予
定

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　

日
時　

５
月
25
日(

土) 

開
会
10
時

　

場
所　

小
田
原
市
民
会
館

第
28
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
青
少
年
吟
詠
大
会

　

日
時　

６
月
９
日(

日) 

開
会
10
時

　

場
所　

金
沢
公
会
堂

碩
心
会
温
習
会

　

日
時　

６
月
21
日(

金) 

開
会
10
時

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

岳
風
忌

　

日
時　

７
月
１
日(

月) 

開
会
10
時

　

場
所　

諏
訪
地
蔵
寺

第
７
回
全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会

　

日
時　

７
月
２
日(

火) 

９
時
30
分

　

場
所　

諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

夏
季
吟
道
大
学
講
座

　

日
時　

７
月
20
日
（
土) 

開
会
10
時

　

７
月
21
日
（
日
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
東
京

第
７
回
全
国
青
年
吟
道
大
会

　

日
時　

８
月
３
日(

土) 

開
会
11
時

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

　

日
時　

８
月
22
日(

木) 

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

碩
心
会
秋
季
審
査
会

　

日
時　

９
月
14
日(

土) 

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

雑 

感

　
　
　
　

 　
　

逗
子
地
区
長　

菊
池 

岳
悠

　

30
代
半
ば
で
ご
縁
が

あ
っ
て
碩
心
会
に
い
れ

て
頂
き
、
そ
の
後
10
年

程
し
て
詩
舞
に
も
お
誘

い
を
受
け
て
、
40
年
を

越
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

  

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
パ
ー
ト
勤
務
の
傍
ら
両
方

の
教
室
に
通
い
忙
し
い
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
自
分
と
し
て
も
よ
く
続
け
て
来
ら
れ
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

詩
吟
や
詩
舞
と
言
う
も
の
に
何
か
新
鮮
さ
を
感
じ
、

時
に
感
動
し
、
時
に
緊
張
し
、
諸
先
生
方
の
良
き
ご
指

導
や
お
仲
間
達
と
の
楽
し
い
お
付
き
合
い
が
あ
り
こ
こ

迄
来
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
行
わ
れ
る
逗
子
地
区
担
当
の
〝
吟
詠
と
詩

舞
の
集
い
〟。
昨
年
は
３
回
目
で
し
た
が
、前
号
の
「
碩

心
」
に
も
載
っ
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、
逗
子
地
区
の

会
員
の
み
な
ら
ず
、
碩
心
会
全
員
の
方
々
の
結
束
力
や

ご
協
力
が
あ
っ
て
無
事
に
成
功
で
き
た
事
に
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
引
退
さ
れ
た
恩
師
村
田
岳
瀞
先
生
の
後
を
森
岳

靚
さ
ん
と
共
に
引
き
継
い
で
指
導
者
と
い
う
立
場
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
勉
強
も
足
り
て
お
り

ま
せ
ん
が
、先
輩
諸
先
生
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
戴
き
、

教
室
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
、
吟
力
の
向
上

と
と
も
健
康
で
続
け
て
行
か
れ
た
ら
良
い
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

新
元
号
も
「
令
和
」
と
な
り
、
心
新
た
に
新
年
度
の

行
事
も
い
ろ
い
ろ
と
始
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

 
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
方
と
和(

輪)

を
持
っ
て
活
動
に

参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
最
後
の
審
査
会
が
受
審
者
74
名
、
多
数
の
応
援
者

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
４
月
１
日
の
認
許
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
履
修
期

間
」
の
短
縮
に
よ
り
、
奥
伝
以
上
の
受
審
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
高
段
者
に
と
っ
て
履
修
期
間
が
短
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。「
高
齢
の
た
め
、
上
の
段
伝
位
を
と
れ
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
期
間
の
短
縮
に
よ
り
、
審
査
に
望
む
べ
く
奮
起

し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
一
方
、「
短
く
な
っ
た
た

め
に
十
分
な
練
習
が
出
来
な
か
っ
た
」
と
。
今
回
初
め
て

審
査
を
受
け
た
方
は
、
８
名
と
例
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
。
マ
イ
ク
の
扱
い
に
つ
い
て
、「
上
げ
下
ろ
し
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
？
」「
自
分
で
本
番
に
出
来
る
か
し
ら
？
」
等
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
担
当
者
に
聞
く
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

審
査
員
６
名
の
先
生
方
の
講
評
は
段
伝
位
ご
と
に
行
わ

れ
た
。
今
後
の
参
考
に
ジ
ャ
ン
ル
別
に
ま
と
め
て
記
載
す

る
。

☆
基
本
的
な
こ
と
に
つ
い
て

　

正
し
い
発
声
に
つ
い
て
は
、
口
を
大
き
く
開
け
、
は
っ

き
り
と
。
音
位
の
基
本
を
し
っ
か
り
と
。
呼
吸
の
仕
方
は

腹
式
呼
吸
で
。
姿
勢
は
、
頭
が
上
か
ら
つ
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
で
立
つ
と
良
い
。
詩
の
表
現
と
し
て
緩
急
強
弱

を
ど
の
よ
う
に
つ
け
る
と
良
い
か
工
夫
を
。
入
退
場
の
態

度
。
単
語
を
短
く
、
余
韻
で
伸
ば
す
こ
と
。
素
読
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
。

☆
和
歌
に
つ
い
て

　

中
伝
か
ら
和
歌
が
入
っ
て
く
る
が
、
序
詠
・
本
詠
の
区

別
を
し
っ
か
り
と
。
言
葉
の
は
こ
び
や
間
の
取
り
方
が
大

切
。

☆
俳
句
に
つ
い
て

　

陽
旋
律
、
切
れ
の
よ
さ
を
出
す
。
か
た
く
な
り
や
す
い

の
で
「
か
ろ
み
」
を
出
す
た
め
に
ど
う
す
る
か
？
例
と
し

て
自
分
で
テ
ー
プ
に
入
れ
て
聞
い
て
み
る
と
良
い
。

☆
近
代
詩
に
つ
い
て

　

感
情
表
現
を
ど
う
す
る
か
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
詠
じ
な
い

と
訴
え
る
力
に
欠
け
る
。
気
魄
雄
魂
を
持
っ
て
吟
じ
な
い

と
人
の
心
に
響
か
な
い
。

☆
そ
の
他

　

教
本
を
見
て
吟
じ
る
場
合
、
課
題
数
が
多
い
時
は
１
題

で
も
教
本
を
見
な
い
で
吟
じ
る
努
力
を
。
見
て
吟
じ
る
場

合
、
紙
を
持
つ
手
は
や
や
上
に
向
け
る
。
上
手
な
人
の
吟

を
聞
い
た
り
ま
ね
た
り
し
て
み
る
。
吟
じ
る
時
、
目
は
つ

ぶ
ら
な
い
こ
と
。
韻
読
は
碩
心
会
の
宝
で
あ
る
の
で
、
大

事
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

以
上
の
講
評
を
次
期
審
査
会
に
役
立
て
て
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
菅
岳
倖
）

昇
伝
段
位
認
許

(
平
成
31
年
２
月
16
日
付)

師
範(
２
名) 

8
鈴
木
岳
賢　

 

17
礒
村
岳
朋

(

平
成
31
年
４
月
１
日
付)

初
段(

８
名) 
177
原
口
春
幸 

178
有
友
光
代

　

180
畑
山
聖
一 
181
今
野
孝
博 

184
鈴
木
洋
帆

　

185
鈴
木
澄
子 

186
花
村
好
郎 

187
牧
野
桂
子

二
段(

４
名) 

170
明
河
正
一 

171
大
内
清
美

　

172
久
世
健
一
郎 

173
片
山
寛
子

初
伝(

５
名) 

165
石
川
昌
泉 
166
吉
見
流
泉

　

167
片
山
令
泉 

168
岩
本
清
泉 

169
鈴
木
志
泉

三
段(

９
名) 

153
井
上
君
泉 

154
大
門
鋼
泉

　

155
村
上
日
泉 

156
宇
治
田
光
泉 

157
林　

浩
泉

　

158
佐
野
司
泉 

160
川
添
弘
泉 

161
𠮷
田
楽
泉

　

162
澤
木
翔
泉

四
段(

９
名) 

143
守
屋
允
泉 

144
池
田
和
泉

　

145
吉
田
昌
泉 

146
鍋
田
敏
泉 

147
福
原
時
泉

　

148
桑
原
昭
泉 

149
鈴
木
崇
泉 

150
安
西
信
泉

　

151
野
津
英
泉

中
伝(

４
名) 

133
吉
村
健
山 

134
増
田
悦
山

　

135
山
藤
葉
山 

136
平
泉
廣
山

五
段(

３
名) 

126
作
山
光
山 

127
小
林
文
山

　

128
清
水
翠
山

六
段(

４
名) 

121
片
桐
泰
山 

122
山
川
蒼
山

　

124
三
並
蒼
山 

125
岩
田
文
山

奥
伝(

５
名) 

112
本
多
菊
風 

113
新
井
洋
風

　

114
山
田
眞
風 

115
伊
藤
茜
風 

116
寺
山
紀
風

七
段(

５
名) 

104
吉
田
真
風 

105
常
盤
仙
風

　

106
加
藤
典
風 

107
吉
田
桜
風 

109
清
水
純
風

八
段(

６
名) 

16
中
山
辰
風 

96
永
田
静
風

　

97
村
田
一
風 

98
加
藤
茗
風 

99
村
上
遥
風

　

100
古
敷
谷
江
風

碩
心
会
春
季
審
査
会

   

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
（
３
月
16
日    

）
（土）
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令
和
元
年
度 

碩
心
会
総
会

　

碩
心
会
詩
の
合
吟
後
、
有
友
会
長
の
挨
拶
。
書
記
は
森

祐
風
・
加
藤
岳
美
。
議
事
録
署
名
人
は
高
見
岳
湘
・
山
本

岳
新
。

　

開
会
後　

議
案
１
～
６
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。

質
疑
応
答
・
要
望
等

▪	

議
案
２
の
総
本
部
費
収
入
の
特
別
会
員
の
扱
い
を
検
討		

	

し
て
ほ
し
い
。（
30
年
度
は
本
部
費
の
収
入
に
は
入
れ
て	

	

い
な
い
が
、
会
員
数
と
の
整
合
性
か
ら
、
記
載
し
て
は		

	

ど
う
か
）

▪	

審
査
課
題
テ
キ
ス
ト
の
件	

▽	

作
成
・
販
売
は
教
務
部		

	

に
統
一
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

▪	

議
案
２
の
審
査
業
務
部
の
記
載
方
法
の
工
夫
を
し
て
ほ		

	

し
い
（
受
審
料
・
許
証
料
の
整
合
性
が
わ
か
る
よ
う
に
）

▪	

現
在
指
導
者
が
何
人
い
る
か
。
還
元
金
の
意
味
。
追
試		

	

の
規
定
に
つ
い
て
質
問
あ
り
。

▪	

行
事
の
開
催
曜
日
を
土
・
日
に
限
定
し
な
く
て
も
よ
い		

	

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
あ
り
。
会
長
か
ら
青
少
年
の		

	

出
席
を
考
え
、
原
則
土
・
日
と
し
た
い
と
の
意
向
が
示		

	

さ
れ
た
。

▪	

審
査
会
時
80
歳
以
上
は
紙
を
見
て
吟
じ
る
の
を
基
本
と		

	

し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
あ
り
。
会
長
か
ら
70
歳
以
上		

	

は
見
て
吟
じ
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ		

	

え
て
規
定
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
解
答		

	

あ
り
。

日
時　

４
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

場
所　

逗
子
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

出
席
者
44
名　
　

委
任
状
４
名　
　

出
席
率
96
％

有
友
会
長
よ
り
退
任
・
新
任
の
報
告
あ
り

　

総
務
部	

▽	

新
任
・
畠
中
潤
風
。
退
任
・
大
塚
翔
岳

　

教
務
部	

▽	

新
任
・
村
上
遥
風
。
退
任
・
大
坪
岳
久

	

葉
山
地
区	

▽	

新
任
・
矢
島
岳
綾
。
退
任
・
田
中
友
泉

	

監
事	

▽	

退
任
・
高
橋
岳
之

	

参
与	

▽	

退
任
・
村
田
岳
瀞

　
　

以
上
、
意
見
交
換
の
後
11
時
50
分
に
閉
会
し
た
。

第
６
回 

尚
歯
会
全
国
吟
道
大
会

　

 　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

行
谷
岳
隆

　

３
月
22
日
（
金
）
好
天
に
恵
ま
れ
朝
か
ら
暖
か
な
一
日
。

当
大
会
は
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
碩

心
会
か
ら
の
参
加
者
は
５
名
。
大
山
岳
莊
大
会
会
長
の
御

製
謹
詠
「
歌
」
の
後
、
会
員
吟
詠
開
始
。

　

私
の
尚
歯
会
参
加
は
３
回
目
。
今
回
の
独
吟
は
緊
張
は

し
た
が
練
習
の
成
果
で
間
違
わ
ず
に
吟
じ
る
こ
と
が
で
き

一
安
心
。
神
静
地
区
と
し
て
出
場
し
た
合
吟
は
、
男
女
共
、

よ
く
そ
ろ
っ
て
お
り
好
吟
で
あ
っ
た
。

　

全
体
の
感
想
と
し
て
、
各
地
区
大
会
及
び
全
国
大
会
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
意
識
し
て
の
出
吟
が
独
吟
・
合
吟
を
含
め

て
７
組
ほ
ど
あ
り
、
出
来
ば
え
良
好
。
さ
す
が
だ
。

　

90
歳
以
上
の
独
吟
者
は
、
し
っ
か
り
し
た
足
取
り
で
声

高
ら
か
に
吟
じ
て
流
石
に
兵
ど
も
だ
っ
た
。
驚
い
た
。

　

出
吟
者
（
５
５
６
名
）
の
内
、（
３
８
２
名
）
が
岳
号
で

実
に
約
70
％
に
な
る
。
こ
の
実
態
か
ら
尚
歯
会
の
参
加
者

は
熟
達
者
で
経
験
豊
富
な
指
導
者
が
か
な
り
多
い
。

　

碩
心
会
員
の
平
均
年
齢
は
75
歳
と
聞
い
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
全
国
的
な
平
均
年
齢
も
お
お
よ
そ
70
代
と
み
て

間
違
い
な
い
と
思
う
。

　

尚
歯
会
は
、
任
意
で
各
地
域
で
行
っ
て
い
た
も
の
を
本

部
で
ま
と
め
た
大
会
だ
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
は
２
年
毎
に

実
施
と
な
っ
た
。「
生
涯
青
春
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
元
気
で
長

生
き
で
き
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
大
事
な
大
会
だ
。

尚
歯
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。「
人
生
に
定
年
な
し
。
苦
難
を
乗

り
越
え
、
歴
史
を
刻
み
、
幾
星
霜
を
重
ね
た
あ
な
た
は
学

院
の
誇
り
で
あ
り　

日
本
の
宝
で
す
。」

『
第
２
回
全
国
特
別
維
持
会
員
吟
道
大
会
」
に
参
加
し
て

　

 　
　
　
　
　
　

   

瀞
朗
支
部　

磯
村
岳
朋

　

今
年
の
初
め
に
『
第
２
回
全
国
特
別
維
持
会
員
吟
道
大

会
』
に
会
長
の
有
友
岳
濤
先
生
が
出
吟
す
る
と
い
う
こ
と

で
参
加
の
返
事
を
し
て
、
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
会
１
週
間
前
に
会
長
の
緊
急
入
院
と
聞
き
驚

き
と
、
心
配
が
昨
年
の
高
橋
岳
之
副
会
長
の
事
と
ダ
ブ
り

ま
し
た
。

　

去
年
は
、
高
橋
さ
ん
の
付
き
添
い
で
、「
第
１
回
全
国
特

別
維
持
会
員
吟
道
大
会
」
に
参
加
、
あ
の
日
も
、
不
安
な

思
い
で
行
き
添
い
ま
し
た
が
、
帰
り
の
高
橋
さ
ん
は
、
ふ

ら
付
き
転
び
な
が
ら
も
満
足
そ
う
で
し
た
が
、
具
合
の
悪

さ
は
、
お
喋
り
し
て
い
て
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
が
、
あ
り
あ
り
と
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
前

日
に
、
会
長
が
退
院
し
た
と
聞
き
、
当
日
の
元
気
そ
う
な

笑
顔
を
見
て
、
漸
く
安
心
し
ま
し
た
。

　

大
会
も
順
調
に
進
ん
で
、
会
長
の
出
番
。
格
好
よ
く
ダ

ン
デ
ィ
に
登
場
。
吟
題
、
作
者
名
、
そ
し
て
吟
詠
と
迫
力

は
少
し
失
せ
ま
し
た
が
、
立
派
に
吟
を
終
え
、
上
手(

か

み
て)

に
２
、３
歩
歩
い
た
時
、
会
長
の
口
が
「
あ
。」
と

動
い
た
の
を
見
て
碩
心
会
の
座
席
が
ざ
わ
つ
き
ま
し
た
。



ー 4 ー

令和元年５月現在 会員数
　逗子地区 １００名
　葉山地区 ８３名
　合　　計 １８３名

編

集

後

記

　

総
会
が
終
わ
っ
て
４
日
後
、「
令
和
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
元
号
の
典
拠
は

万
葉
集
の
８
１
５
番
歌
の
序
文
の
一

節
、「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑(

よ

く)

風
和
ら
ぐ
」
に
あ
る
と
い
う
。
大

伴
旅
人
等
は
梅
の
花
と
題
し
て
32
首
を

詠
ん
で
い
る
。万
葉
の
歌
人
に
倣
っ
て
、

「
和
歌
」
の
吟
力
の
向
上
と
磨
き
に
力

を
入
れ
て
み
よ
う
。

碩心 （せきしん）（ No.448）

会　員　の　う　ご　き
＊ 入会 (4 月 1 日付け )
  191  鈴

す ず き
木エミ子 ( 眞名瀬 )

　　　  葉山町堀内 紹介者 牧野桂子
　  192  菅

す が た
田克

か つ み
美 ( 国際村 ) 

　　　  湘南国際村 紹介者 小泉岳貴
＊ 退会者
　  26 一之瀬保江 ( 紫陽花 )
　  183 高梨由美子 ( 紫陽花 )
　  20 鈴木初江 ( やよい )
　  174  重田すず ( 眞名瀬 )
　  33 角田久江 ( 一色 )
　  47 轟あき子 ( 紫陽花 )
　  66 今井俊夫 ( 滝の坂 )
　  37  沼田東治 ( 滝の坂 )
＊住所変更　　6 上村岳章
　   葉山町上山口 → 葉山町堀内

　

大
会
も
無
事
終
わ
り
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
有
友
会

長
と
碩
心
会
員
８
名
で
、
談
笑
し
な
が
ら
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

　

つ
く
づ
く
健
康
の
大
切
さ
を
、
感
じ
ま
し
た
。
元
気
で
、

明
る
く
、
楽
し
く
。
命
を
戴
い
た
私
の
目
標
と
し
て
、
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

相
州
岳
風
連
合
吟
道
講
座

　

 　
３
月
３
日　

横
須
賀
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ

　

市
民
ホ
ー
ル
に
ぎ
っ
し
り
並
べ
ら
れ
た
机
、
相
州
連
合

４
団
体
の
席
が
列
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
、
熱
気
に
溢
れ
て

い
た
。

　
「
今
ま
で
多
く
の
講
座
が
行
わ
れ
た
が
、
長
時
間
の
会
は

大
変
と
言
う
声
が
あ
り
、
今
日
は
『	

審
査
課
題
に
合
っ
た

も
の
』『
珍
し
い
吟
』
に
的
を
絞
っ
て
半
日
の
講
座
を
計
画

し
た
」
と
い
う
会
長
か
ら
の
話
が
あ
っ
た
。

　

第
一
講
は
、
総
本
部
理
事	

内
山
岳
青
先
生
に
よ
る
「
啾

啾
吟
」
の
講
義
。
啾
啾
吟
は
個
人
的
に
も
次
の
審
査
会
の

麟
孫
で
あ
っ
た
。
加
藤
先
生
は
、
詞
の
大
切
さ
を
繰
り
返

し
述
べ
ら
れ
た
。
符
の
な
い
詞
を
自
分
が
ど
う
理
解
し
て

吟
ず
る
か
、
符
は
あ
く
ま
で
も
目
印
で
、
作
っ
た
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
符
付
に
心
を
入
れ
る
の
は
自
分
。
個
性
を

忘
れ
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
吟
へ
の
宿
題
を
出
さ
れ
た
講
習
会
で
あ
っ

た
。
碩
心
会
か
ら
27
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。(

森　

晶
風
）

祝
卒
業

  

菊
池
岳
世
正
師
範
「
吟
道
修
学
院
」
卒
業

　

平
成
31
年
３
月
23
日(

土)

吟
道
会
館
「
岳
風
講
堂
」
に

お
い
て
吟
道
修
学
院
２
期
院
生
の
卒
業
證
書
授
与
式
が
総

本
部
役
員
は
じ
め
列
席
者
の
も
と
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
厳
選
さ
れ
た
32
名
の
院
生
の
中
に
は
７
名
の

神
静
地
区
出
身
者
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

年
間
48
時
間
の
熾
烈
な
課
程
を
ク
リ
ア
し
、
当
日
の
卒

業
記
念
発
表
に
は
、
我
が
碩
心
会
の
菊
池
岳
世
正
師
範
が
、

代
表
２
名
に
よ
る
吟
の
発
表
の
一
人
と
し
て
有
終
の
美
を

飾
っ
た
。

　

１
期
生
同
様
、
詩
吟
学
院
公
開
講
座
の
講
師
等
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
修
学
院
で
習
得
し
た
奥
義

の
数
々
を
碩
心
会
で
ご
指
導
く
だ
さ
い
。　

(

森　

祐
風)

課
題
吟
で
も
あ
り
し
っ
か
り
学
び
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
韻
読
の
雰
囲
気
を
つ
か
む
上
で
、
素
読
の
と
き

に
気
を
付
け
る
こ
と
、
１
行
の
上
段
は
漢
字
を
４
文

字
・
３
文
字
、
下
段
は
２
文
字
・
２
文
字
・
３
文
字

に
分
け
て
読
む
と
い
い
こ
と
。
字
句
に
短
い
韻(

節)

を
つ
け
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
情
を
表
現
さ
せ
る
よ

う
に
努
め
る
の
が
韻
読
で
あ
り
、
韻
読
調
で
吟
じ
れ

ば
暗
唱
し
や
す
い
こ
と
等
を
学
ん
だ
。

　

第
二
講
は
、
神
奈
川
高
相
岳
風
会
会
長		

加
藤
岳

光
先
生
に
よ
る
「
新
年
雪
裏
の
梅
花
に
賦
す
」
有
智

子
内
親
王	

と
「
三
月
三
日
重
ね
て
虎
邱
に
遊
ぶ
」
郭	

平成 31 年 「初吟会」　収支決算報告
科　　目 決算額（円） 備　　　考

収
入
の
部

前 期 繰 越 22,557
参 加 費 417,000 139 名 ×3,000 円
お 祝 い 金 7,000 新総伝者 7 名 ×1,000 円
来 賓 参 加 費 18,000 来賓者 6 名 ×3,000 円
合 計 464,557

式 典 10,300 ・大会議室
新 年 会 37,450 ・ホール（8,100 円）　・設備（29,350 円）

飲 食 代

247,950
35,040
18,306
41,090
10,126

・お弁当（1,710 円 ×145 個）
・紅白饅頭（2,400 円 ×146 個）
・みかん　・柿の種
・清酒８本・900 ミリ４パック・焼酎３本・コーラ
・お菓子・耐熱カップ・コーヒー・事前キャンセル

傷 害 保 険 料 5,720 東京海上日動火災保険
事 務 通 信 費 4,670 コピー、文具
会 議 費 2,910 事務詳細引継ぎ
運 搬 費 1,000 荷物運搬
交 通 費 13,000 会場予約・打合せ・商品発注等
接 待 費 23,970 来賓接待
ランチョンマット 5,000 
次 期 繰 越 8,025
合 計 464,557


